
- 1 -

中国出土資料学会会報
２０１４年７月１２日 第５６号

〒 113-0033 東京都文京区本郷７－３－１
東京大学文学部 大西研究室 中国出土資料学会（事務局）

Tel：03-5841-3822 Fax：03-5841-3822 e-mail：office@shutsudo.jp
http://www.shutsudo.jp/

《2013 年度第 3 回例会（総 59 回）：2014 年 3 月 8 日(土) 於：日本女子大学》
（Ⅰ）里耶秦簡にみる刑徒労役

石原遼平（東京大学人文社会系研究科博士課程）
2002 年に秦遷陵県城遺跡から出土した里耶秦簡には「作徒簿」等の刑徒労役に関する簡

が多く含まれている。これは秦の労役刑徒の使役状況を伝える貴重な史料であり、すでに
これによって、労役刑徒の所属部署やそこから各部署へ労役刑徒が供給されたことなどが
明らかにされている。しかし、これまでの研究では収集・復元が不十分であることなどか
ら、遷陵県における刑徒労役の全体像を描き出すことは出来ていなかった。
本報告ではまず現時点で公表されている「作徒簿」を収集し、書式を整理した。また、

同一簡と考えられる 8-145 簡と 9-2294 ＋ 9-2305 簡から司空作徒簿を復元した。これらを
元に「作徒簿」の作成、伝達、集計、保存の過程を検討し、毎日県廷に送られる場合と一
月分がまとめて県廷に送られる場合があったことを確認した。次に労役內容の傾向を分析
し、城旦舂は土建等の重い労役が多いのに対し、隷臣妾は官吏の世話や行政の補助などが
多く、労役刑によって労役內容に差異が確認できることを指摘した。続いて遷陵県では 320
人程度の労役刑徒が労役に従事していたことを確認した。これは遷陵県全体の戶数が 191
戶から 155 戶しかないことを考えれば驚くべき多さである。內訳については隷臣妾の女性
と未成年者(身長基準)の割合の高さが註目された。これは犯罪者妻子の没官と関連するだろ
う。年ごとの增減については隷臣妾の例で年間 18.5 ％という高死亡率でありながら、これ
を上回る勢いで年々增加していたことがわかった。
里耶秦簡から労役刑徒を労動力として效率的に使役することが重視される中国古代の刑

罰の一側面が垣間見られた。『史記』等から秦の労役刑徒が多かったことは知られていたが、
里耶秦簡によってこれがより具体的に確認された。ここに見られる労役刑徒を大量に投入
する遷陵県の経営は秦の新県支配に関して我々に新たな知見をもたらした。

（Ⅱ）清華簡『周公之琴舞』考
中村（金城）未来（大阪大学大学院文学研究科助教）

本発表では、『清華大学蔵戦国竹簡（三）』（清華大学出土文献研究与保護中心編・李学勤
主編、中西書局、2012 年 12 月）に所収の文献『周公之琴舞』を取り上げて検討を加えた。
『周公之琴舞』には、初めに周公旦の教誡的内容の詩が記述されており、続いて成王が

作成したとされる教誡的内容の１組９篇の詩が配されている。
本発表では、まず『周公之琴舞』の書誌情報を確認し、先行研究の注釈を参考に全文の

釈読を示した。また、本篇の特質と考えられる以下の３点について検討を加えた。
１．『周公之琴舞』の構成および語句について
２．『周公之琴舞』中に見える「敬之」詩と今本『毛詩』周頌・敬之との比較
３．清華簡に見えるその他の「詩」関連文献の特質について
１については、本篇に見える「九卒」や「啓曰」「乱曰」、篇題「周公之琴舞」等が、舞

踊を連想させる特徴的な語句であり、本篇に歌舞が備わっていたであろうことを示す重要
な語句であることを指摘した。また、各詩の関連性については、なお不明な点を多く残す
ものの、竹簡背面に編号があることから考えて、本篇はある時期に完結した一つの文献と
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して編纂された可能性が高いことを述べた。
２では、本篇に見える「敬之」詩と『毛詩』敬之とを比較することにより、戦国中晩期

には、語句に僅かに揺らぎが見られ、また他の詩句と組み合わせて用いられているものの、
「敬之」詩全体が、ほぼ現行本と近似した形で存在していたことを確認した。
３では、清華簡に含まれる詩関連文献の特質として、その詩の詠まれた背景について該

当篇中で言及されている点、周王朝の権力が衰退した時期の成立と考えられる一部の『毛
詩』や『尚書』諸篇と関連する語句内容が多く含まれている点を指摘した。さらに、清華
簡には周公旦の言行を示す文献が多数見られることから、『周公之琴舞』もそれら諸篇と同
様、礼楽を制定した古代聖人「周公」に仮託された教誡的内容の文献の一つであった可能
性があることを述べた。
今後は、諸子の楽論を通してより詳細に検討を加え、周公旦に仮託された本篇の著作意

図についても明らかにしていきたい。

（Ⅲ）簡牘人名（雙名）釋讀札記

施謝捷（復旦大学出土文献与古文字研究中心教授）

近年刊佈的戰國秦漢簡牘文獻中出現了大量的人名資料，頗有與戰國秦漢璽印及典籍中所

見人名相合者，反映了當時人們取名的共通習慣。本文擬在充分佔有戰國秦漢簡牘和璽印封

泥資料的基礎上，通過對戰國秦漢簡牘和璽印封泥及相關史籍相互參證，充分吸收前脩時賢

的相關研究成果，利用古文字學、古文獻學的整理研究方法，對過去被闕釋、誤釋或諸釋歧

異的人名，根據璽印或相關史籍提供的人名資料予以補釋或辨正，對罕見之雙名則試考其取

意原由，同時利用簡牘所載人名資料對璽印中所見的某些人名作出合理的釋讀。今擇其中 10

例進行討論，細目如下：

一、 安 六、彼死

二、嗌耳 七、氐夫

三、廣邦 八、渠良

四、笱得 九、充郎

五、囚吾 十、不識

《特別寄稿》
(Ⅰ)石川三佐男先生を偲んで

吉冨 透（青山学院大学非常勤講師）
平成二十六年二月十日、石川三佐男先生の訃報に接し、しばし茫然としました。昨春に

お会いしてからまだ一年も経ておりません。その時先生は健康をすでに害されておりまし
たが、術後のリハビリも順調と伺っておりましたので、至極残念でなりません。
思い起こすと石川先生との出会いは、平成二年の夏、秋田に帰省した折、寺の住職より

秋田大学に新しい先生が来られ、研究対象も故郷も同じなのは何かのご縁だからご挨拶を
してみては如何、という一声がきっかけでした。突然の来訪にも関わらず、石川先生は楚
辞と出土資料を提示しながら懇切丁寧にご教示くださいました。その後、秋田大学と実家
が近いこともあり、帰省する度石川先生の研究室に足繁く通うことになった次第です。深
い学識を蓄えられた温顔の先生とのお話はいつも尽きず、ご多忙の中でも温かく迎えてい
ただきましたこと、大変感謝しております。
石川先生の三重証拠法による研究上、出土資料学会の設立をたいそう喜んでおられまし

た。出土楚簡資料が増えるにつれ、戦国楚文字で書かれているのだから楚辞楚文化との接
点を見出さなければならないと常に力説しておられました。また先生の恩師である赤塚忠
先生が、甲骨文と金文にも及び先秦思想と詩経・楚辞研究を余すことなく研究を網羅され
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たことと比較して、国内外の楚辞研究に出土資料を使用する者が極めて少なく、このまま
漢代以来の伝統的楚辞研究に甘んじていては、出土資料をも用いた先秦研究において楚辞
だけが取り残されてしまうのではないかと憂慮されておりました。
そこで日本の楚辞研究者が出土資料を用いた研究方法を相互理解し合うことを目指して

日本楚辞学会が設立しました。大野圭介先生を代表とする楚辞研究プロジェクトに国内外
の各研究者が集ったのは、石川先生のこのような願いがあったからです。その後当学会は
石川先生のご指導の下、日本における楚辞学の整理検討の真最中でした。
また石川先生は、自著『楚辞新研究』の続編を書き上げ、最後に屈原伝説の続編を発表

し「石川楚辞学」を集大成したいと日々励んでおられました。
このように石川先生の構想は非常に大きく、それを実現すべく体に鞭打ち無理なさって

いるのが、いつも気がかりでおりました。しかし先生は校務から解放されて研究を楽しま
れているようでもありました。そして中国の学会において高く評価された発表を「古代楚
王国国策と考古出土資料から見た楚辭文学の発生と展開」と題していざ世に問わんとした
その矢先、その夢が儚くも潰えてしまいました。石川先生の果たせぬ思いがひしひし伝わ
ってくるとともに、先生のご期待に応えられなかった慙愧の念に堪えません。
「魂よ、帰り来たれ。」今、石川先生が探究されてきた『楚辞』招魂篇の句を口に出さず

にはいられません。先生の新しい楚辞世界に「遊んだ」以上、もう「戻る」ことができま
せん。「魂よ、故居に帰れ。」
改めて石川先生から頂いたご指導ご交誼を思い、先生の在りし日のお姿を偲び、衷心よ

りご冥福をお祈り申し上げます。

《新刊紹介》
（Ⅰ）劉釗著『書馨集―出土文獻與古文字論叢―』
（上海古籍出版社、2013年 12月、500頁、108元）
（Ⅱ）劉釗著『戰國竹書論集』
（上海古籍出版社、2013年 12月、465頁、98元）
上記２冊はいずれも「出土文獻與古文字研究叢書」シリーズの出版物である。著者の劉

釗氏は、いうまでもなく出土資料や古文字研究に關する高名な研究者である。掲載論文は
他からの転載であったり、それらを修正したりしたものからなっている。（Ⅰ）は甲骨金文、
戰國秦漢の簡帛、璽印、文字學、書評、序文、後記など、多岐にわたる。著者の研究の廣
がりを一覽できる内容である。（Ⅱ）はタイトル通り戰國竹簡に關する論考からなっており、
上博楚簡、郭店楚簡、清華簡についてのものが掲載文の大半を占める。（Ⅰ）・（Ⅱ）ともに、
特に論文についてはいずれも關連分野の研究者必讀の書といえるであろう。本書のような
形で重要な研究を容易に參照することができることを喜びたい。

（Ⅲ）東洋文庫 古代地域史研究編『張家山漢簡『二年律令』の研究』
（東洋文庫論叢 77、東洋文庫、2014年 3月、520+61頁、非売品）
本書は東洋文庫東アジア研究部門中国前近代史研究班中国古代地域史研究グループに所

属する研究者による出版物である。太田幸男・藤田忠・飯尾秀幸という著名な中国古代史
研究者三氏からなる東洋文庫研究員以下、大学院生に至る執筆者が張家山漢簡『二年律令』
に関する論考を執筆し、また飯尾秀幸氏による「雲夢睡虎地・荊州張家山調査報告記」が
本書冒頭を飾る。これら遺跡の現状が分かるとともに、今日における張家山漢簡『二年律
令』研究の最前線を示すものとなっている。関連分野の研究者が座右に備えるべき書であ
ろう。

（Ⅳ）角道亮介『西周王朝とその青銅器』（六一書房、339頁、14,800円）
著者の角道亮介氏は現在、駒澤大学専任講師であり、本書執筆時は日本学術振興会特別

研究員であった新進気鋭の中国考古学研究者である。本書は東京大学に提出された博士論
文がもとになっている。その中で西周青銅器を丹念に検討した上で、宗周＝鎬京とする通
説を否定し、宗周＝岐邑とする陳夢家説を再評価しつつ、周原遺跡の豊鎬遺跡に対する優
位性を立証している。また本書は「中華」概念にも論及しており、先秦時代以外の関連諸
分野の研究者にも是非一読をおすすめしたい。

（執筆：小寺 敦）
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(Ⅴ)西信康著『郭店楚簡『五行』と伝世文献』
（北海道大学出版会、2014年 3月、202頁、6,480円）
本書は、著者のこれまでの研究成果に修訂を加え、新たに序論を付け加えて一書にまと

めたものである。郭店楚簡『五行』と『性自命出』に関する論考の他、馬王堆漢墓帛書五
行篇、『孟子』に関する論考等を収録している。伝世文献と竹簡資料とを対象に、既成の思
想史の枠組や先入観にとらわれず、資料それ自体がもつ思想内容と思想的課題の解明を目
指している。口絵には、郭店楚簡の出土地や『太一生水』のカラー写真を載せている。以
下、本書の目次を紹介する。
序論
(一) 問題提起
(二) 本書の構成と内容

第一章 郭店楚簡『五行』研究史と課題
一《経》《説》構造に対する諸研究の見解とその問題点
(一) 郭店『五行』出土以前
(二) 郭店『五行』出土以降
二 問題提起

第二章 郭店楚簡『五行』第一段目の思想と構造
第三章 郭店楚簡『五行』第二段目の思想と構造
第四章 郭店楚簡『五行』第三段目の思想と構造
第五章 『孟子』万章下篇「金聲而玉振之」考-馬王堆漢墓帛書五行篇を手がかりに-
一 問題提起
二 馬王堆『五行』《説》
三「金声」について
四「玉振之」について
五『孟子』の「金聲而玉振之」

第六章 『孟子』に見える告子の仁内義外説
はじめに
一 戦国諸子文献における仁内義外説
(一) 郭店楚簡『六徳』
(二) 郭店楚簡『語叢一』
(三) 『管子』戒篇の仁中義外説
二 『孟子』告子上篇の仁内義外説
(一) 告子の義外説における「白」と「長」の比喩
(二) 「楚人の長」と「吾れの長」の比喩
むすび

第七章 郭店楚簡『性自命出』の人性論とその周辺
はじめに
一 「性」と「心」と「物」の関係
二 「性」をめぐる必然的因果法則
三 「性」の同一性と「心」の多様性
四 「善」「不善」に関する価値論的考察
五 「詩」「書」「礼」「楽」の制作説と人格形成論
六 「性」にかかわる「物」「勢」と「義」「道」
むすび

結語
参考文献／あとがき／人名索引／事項索引

（Ⅵ）大野裕司著『戦国秦漢出土術数文献の基礎的研究』
（北海道大学出版会、2014年 6月、320頁、7,776円）
著者は北海道大学大学院文学研究科専門研究員である。本書は戦国秦漢時代の出土文字

資料の中でも、特に術数（占術）文献を対象とした研究書である。本書の特色として、解
題篇には、これまでに出土の術数文献 67 種の解題を掲載しており、書名索引・人名索引も
完備しているため、出土術数文献解題辞典としての利用が期待できる。そのような工具書
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的側面がある一方、論文篇は、最新の資料、最新の学術成果に基づいて、従来の伝世文献
・思想文献のみに依拠した研究とは大きく異なる中国古代思惟の実態の解明を試みるとい
う内容になっている。以下、本書の目次を紹介する。
序論 新出土資料と中国古代術数研究
一、出土術数文献の発見とその重要性
二、術数とは何か─その定義をめぐって─
三、本書の構成およびその目的

第一部 解題篇
出土術数文献解題
出土術数文献の分類および先行研究
一、天文／二、五行／三、蓍亀／四、雑占／五、形法

第二部 論文篇
第一章 睡虎地秦簡『日書』における神霊と時の禁忌
はじめに
一、神霊によるタブーの分類
二、非択日部分の神霊について
三、神霊によるタブーの特徴
四、神霊によるタブーの背景
むすび

第二章 中国古代の神煞
─戦国秦漢出土術数文献に見るもうひとつの天道観─
はじめに
一、神煞について
二、戦国秦漢時代の伝世文献に見える神煞
三、後世の術数文献に見える神煞
四、睡虎地秦簡『日書』に見える神煞
五、出土術数文献に見える神煞
六、出土術数文献に見えるもうひとつの天道観
七、術数的天道観のその後
むすび

第三章 『日書』における禹歩と五画地の出行儀式
はじめに
一、『日書』の禹歩五画地法
二、『抱朴子』の禹歩
三、『北斗治法武威経』の天罡法
四、敦煌遺書の出行儀式
五、通書・日用類書の速用縦横法
六、玉女反閉局法との関係について
七、禹歩五画地法の使い方
むすび

第四章 玉女反閉局法について
はじめに
一、『太白陰経』『武経総要』の玉女反閉局法
二、『太上六壬明鑑符陰経』『景祐遁甲符応経』の玉女反閉局法
むすび

結論
あとがき／人名索引／書名索引／簡牘出土地図

（執筆：近藤浩之）

（Ⅶ）大野圭介主編『『楚辞』と楚文化の総合的研究』
（汲古書院、2014年 2月、404頁、9,000円）
本書は楚辞と楚文化に関する論文 12本を収めた論文集である。
特にそのうち故石川三佐男先生の「古代楚王王国国策と考古出土資料から見た楚辭文学

の発生と展開」は、論集「『楚辞』と楚文化の総合的研究」の名にふさわしい。ここにその



- 6 -

章節を記すことで、その内容の一端が知られよう。
１．緒言
２．古代楚王国国策の具体的内容について
１)春秋初期に始まる「楚武王」「楚文王」という名号の称王目的と古代楚王国国策
２）「陸渾之戎」と「鄭」の国に対する軍事行動から見た古代楚王国国策
３）多彩な古典整備と楚王教育及び文教施策から見た古代楚王国国策
４）戦国楚簡中の「禅譲論」及び「革命論」から見た古代楚王国国策
５）湖北九連墩と熊家冢楚王墓陪葬遺物「六馬一車」の形制から見た古代楚王国国策
６）「楚季公祭祀用編鐘」「楚王熊章鏄鐘」「九鼎八簋」等から見た古代楚王国国策
７）周の天子の礼制を凌駕する楚辭文学の多彩な表現と古代楚王国国策
８）小結

３．古代楚王国国策と考古出土資料から見た楚辭文学の発生と展開
１）緒言
２）『楚辭』天問篇の全篇を貫く楚王教育用の「帝辞」
３）「天問」篇の「帝辞」を来源として扱った『楚辭』諸篇の具体例
第一例 「天問」篇の「帝辞」を来源とする「離騒」篇中の「帝辞」二十四句
第二例 「天問」篇の「帝辞」を来源とする「離騒」篇中の「帝辞」十二句
第三例 「天問」篇の「帝辞」を来源とする「九章」惜往日篇中の「帝辞」と「有
問有答」形式
第四例 「天問」篇の「帝辞」を来源とする「九章」哀郢篇の呉越戦争教訓詠
第五例 「天問」篇の「帝辞」を来源とする「九歌」國殤篇の呉越戦争教訓詠
第六例 「天問」篇の「帝辞」を来源とする九辯第六の呉楚戦争教訓詠
第七例 「天問」篇の「帝辞」に言う「穆公受命伝説」と「九章」思美人篇に見え
る御者「造父」
第八例 「天問」篇の「帝辞」に言う呉楚戦争教訓詠と屈原が詠ずる「漁父」篇の
関係

４）楚辭文学が頌讃する古代楚王国の天命招来樹「橘樹」と「李樹」
楚辭文学が「橘頌」篇を通じて頌讃する戦国中期楚王国の天命招来樹「橘樹」
楚辭体作品が李頌篇を通じて頌讃する古代楚王国の天命招来樹「李樹」

５）楚辭文学における「遠遊」篇の主題とその来源
６）楚辭文学における「二招」（「招魂」篇・「大招」篇）の主題とその来源
７）漢帝国の「郊祀歌」十九章の主題とその文学来源

４．結語
楚の国策を見据えたことで出土楚簡と『楚辞』に見える「帝辞」・戦争教訓・天命招来樹

などから『楚辞』文学の発生と展開が論じられている。就中、重要作品として扱ったもの
が「天問」であり、その「帝辞」である。
従来の『楚辞』研究は、屈原伝に沿って解釈されるのが一般的であった。しかし視点を

変えて豊富な出土楚簡資料を用いながら楚の国策と楚王教育の面から『楚辞』作品を再解
釈可能にしている。今後の出土資料と『楚辞』研究の方向性が問われている。

（執筆：吉冨 透）

《学会彙報》
○第一回中国出土資料学会賞（2013年度）
受賞者
下田 誠 会員（東京学芸大学教育学部准教授）

受賞論文
『中国出土資料研究』第十七号（2013 年 3 月）所収「青銅兵器銘文からみた戦国趙恵
文王期の機構的改革をめぐって」、並びに佐藤正光・木村守編『松岡栄志教授還曆記念
論集 中国学芸聚華』（白帝社、2012 年 3 月）所収「封泥よりみた秦代の中央官制―そ
の資料学的研究」等の関連論文

受賞理由
・「青銅兵器銘文からみた戦国趙恵文王期の機構的改革をめぐって」
戦国趙国の青銅兵器を網羅して、その銘文を丹念に読み込んだ上で、恵文王期に銘
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文形式の変化が見られることを指摘して、それが恵文王による官僚体制の整備を反映
したものであるとするとともに、あわせて、兵器銘文研究の結果は、全体として史記
趙世家の記述と一致するとの興味深い指摘もなされている。官制の変化が直接的に銘
文形式にそのまま反映するという前提にやや疑念は残るが、青銅兵器銘文を趙国地域
に限り、丹念に読み込んだ実証的論文である。
一般に青銅兵器銘文は、短文で草卒な略体の俗字が使われており、官名や地名など

の固有名詞が多く、なおかつ具体的な政治状況が密接に関わるため、その釈読は古文
字、歴史地理等総合的な知識を必要とし、礼器、楽器などの銘文にくらべ難易度が高
い。この分野の研究は、一定程度の数量を収集し、帰納的な方法によって結論を導く
ということから、やや地味な印象を与える。しかし、ともすれば陸続と公表される新
出資料の釈読・理解の追求のみに傾きがちな現今の学界状況においては、かえって新
鮮であるとも言える。
・「封泥よりみた秦代の中央官制―その資料学的研究」
近年大量に出土した秦封泥についての日本語による最初の網羅的かつ総括的な論考

である。中国側の基礎的史料ならびに関連研究を十分に踏まえ、あわせて従来の文献
による官制研究を咀嚼したうえで、雲夢秦簡、里耶秦簡、張家山漢簡などとの対比を
通じ、さらに自らの戦国青銅兵器銘文による官制研究とも結びつけ、秦の中央官制の
全体構造の把握につとめている。下田氏自身の言葉を借りれば、結果として、『漢書』
百官公卿表に対応する秦百官公卿表を作成することになっている。
封泥印章に関する研究は、甲骨金文や簡帛資料の研究ほど注目されることはないが、

その出土資料としての価値は極めて大きい。しかし、印文の解読には、当該時代につ
いての官制、政治史、歴史地理などについての総合的な知識が必要とされる。このよ
うに高度な専門性が求められる研究分野における着実な研究として評価できる。封泥
の資料については他にも参照すべきコレクションが漏れている憾みもあるが、里耶秦
簡・嶽麓書院秦簡など今後発表を待つ資料も少なくなく、出土資料を利用した総合的
な秦官制研究への発展を期待させる論文と言える。
青銅器銘文にせよ封泥にせよ、それ自体は極めて断片でしかない出土文字資料によ

って実証的に歴史を復元しようとする氏の研究方法は、中国出土資料研究の新たな可
能性を開拓し得るものとして今後大いに期待できる。

○例会委員会より
・2013 年度第 3 回例会（総 59 回）が、2014 年 3 月 8 日（土）、日本女子大学を会場に開
催された。

○広報委員会より
本会のホームページ（http://www.shutsudo.jp/）は、グーグル等の検索エンジンから「中

国出土資料学会」で検索してもすぐに見つかります。

○ＨＰ委員会より
中国出土資料学会専用ドメイン（http://www.shutsudo.jp/）取得に伴い、
①事務局用メールアドレスが変更になります。

office@shutsudo.jp
②会員を対象にご希望のメールアドレスを発行します。
メールアドレス発行ご希望の方は、
*****@shutsudo.jp となりますので、
*****部分を第２希望までご準備のうえ、
web@shutsudo.jpまでご連絡ください。

○会報委員会より
・2012 年 7 月 21 日に開催された臨時総会において、「中國出土資料學會著作權規定」が
承認され、即日施行されました。本会報については第 46 号（2011 年 3 月発行）から同規
定が適用されます。対象となる各号掲載の著作物の利用に際しては、同規定の定めると
ころにより処理されることになりますので、希望される方は、ＨＰ掲載の利用申請書を
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ダウンロードして事務局まで申請してください。
・年１回発行の雑誌『中國出土資料研究』が学問的成果を会員諸氏にとどまらず広く内
外の研究者に提供することを目的としているのに対し、年３回、例会・大会開催時に合
わせて発行される会報は新しい学術情報をできるだけ早く会員諸氏に提供することを目
的として編集されています。しかし編集委員会単独ではなかなか十分な最新情報を入手
することが容易ではありません。どうか会員各位におかれましては有益な情報を入手さ
れたら、是非とも会報編集委員会に原稿の提供をお願い致します。原稿は、事務局宛電
子メールの添付ファイルとしてお送りください。
今後会報の内容を一層充実させるため、会員諸氏のふるってのご寄稿をお待ちしてお

ります。

○機関誌委員会より
（１）『中國出土資料研究』第 19号の締切について

2010年度大会（2011年 7月 16日開催）および 2011年度大会（2012年 3月 10日開催）
にて、『中國出土資料研究』の投稿要領改定が承認されております。第 19 号の投稿締切
日は、2014年 12月末日です。
ふるってご寄稿下さいますよう、お願い申し上げます。

（２）『中國出土資料研究』原稿送付先について
原稿の送付先は、会報末尾記載の事務局住所宛にお願いいたします。

○訃報
2014 年 2 月 7 日、本学会の創設以来の会員であり、長きにわたり本学会理事を務めら

れた石川三佐夫会員が逝去されました。
謹んでご冥福をお祈り申し上げます。

新刊書のお知らせ

・このたび本学会では、
『地下からの贈り物 新出土資料が語るいにしえの中国』

（中国出土資料学会編、東方選書 46、東方書店、2014年 6月）
を出版いたしました。
本書は、中国出土資料学会 2013年度活動計画に基づき、大学新入生や高校生のような

若い世代が気軽に手に取り、中国出土資料への興味関心を抱きうるような書籍を目指し
て編纂されました。この出版事業は、中国出土資料に対する研究成果をひろく社会に還
元すること、及びその利益の一部を若手研究者育成のために設けた「中国出土資料学会
賞」の基金確立に資すること、を目的としています。
この目的を少しでも満足いくように達成するためにも、会員の皆様には、積極的なお

買い上げと周囲へのお薦めを、何卒よろしくお願い申し上げます。

○事務局より
・払込みにて年会費の納入をご希望の方は、ゆうちょ銀行の以下の口座にご入金下さい。

口座番号：00180-5-13124
受取人：中国出土資料学会

なお会費は、
通常会員・準会員 年額４０００円
学生会員・海外会員 年額２０００円

です。
・住所変更等が生じた場合は、書面にて下記宛にご連絡下さい。

〒 113-0033 東京都文京区本郷７－３－１
東京大学文学部 大西研究室
中国出土資料学会（事務局）


